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本書は初学者の方々が超電導の概要を学び、さらに実験や解析を行う際に
何を行い、得られたデータのどこに着目すればよいのかを知るための「入門
書」です。
◦�超電導とはどのようなもので、何が重要なのか
◦�超電導状態を記述する方程式はなぜそのような形になり、どのような計
算を行うのか
◦�実験や解析結果に対してどのような軸でグラフを書き、どこに注目する
のか
などの初学者が躓きやすい部分を丁寧に詳述。
マクスウェル方程式の展開や計算過程、COMSOLを用いた解析手順を 1つ

1 つ図で示しながら解説するなど、超電導研究への第一歩に相応しい書籍で
す。

本シリーズでは，最先端の科学技術や教育に関するトピックをできるだけ
分かりやすく解説するとともに，多様な分野においてマルチフィジックス解
析ソフトウェアCOMSOL Multiphysics® がどのように利用されているかを紹
介します。
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